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ふりがな いろとりどり 

団体名 いろとりどり 

代表者名 古山 真紀子 

連絡先 

住所 岡山県岡山市南区藤田 426-79 

TEL 090-6841-9127 

E-mail hana.iku.shien@gmail.com 

URL  

設立年（西暦）     2019 年 

助成活動名 発達障害等の子ども達が様々な体験活動ができる場の提供 

助成額     700,000 円 

活動内容 

目的 

 

発達に課題のある子どもを育てる保護者が、子育ての悩みや想いを気軽に話した

り、情報共有できることにより、孤独な想いや疲弊する保護者を一人でも減らせ

るようにする 

発達に課題のある子育てを経験した保護者によるピアカウンセリングを大切に

することで、より活きた情報収集の場になる 

発達に課題のある子ども達が自分の「好き」や「得意」を見つけて伸ばしていき、

就労に繋げていくための導入の場となるように努める 

 

内容 

座談会・勉強会など 

毎週火曜日１０時～１５時(月４回) 

場所 いろとりどり 

内容 相談座談会、個別相談、学習支援グッズお試し、図書館コーナー(貸出あり)、

勉強会、茶話会など 

参加者数 ５～２０名程度／回 

 

子どもたちの体験活動の場（すきたねさがし） 

毎週土曜日(５週目以外)１０時～１２時 １３時～１５時 

場所 いろとりどり 

内容 １回２時間の体験活動×８コマ／月開講予定 

   プログラミング、YouTube動画撮影体験、ボイスパーカッション、ピアノ、

大工、手芸、クッキング、英語、フランス語、空手、ダンスなどの体験を

２か月分全て別内容を設定し、その中から受講したいものを選んでいく方

法（2 か月毎のチラシ作成） 

参加者数 ５～１０名／回×８回分＝４０～８０名／月 

 

 



成果 

座談会・勉強会 

一人で孤独に悩み疲弊する保護者の減少 

発達に課題のある子どもを育てる保護者同士が繋がる 

→発達に課題を持つ子育てが社会と繋がりながら「育てにくい子育て」から「育

てやすい子育て」へと変えていくきっかけのつながりができた保護者が増

えた 

 

体験活動の場（すきたねさがし） 

発達に課題を持つ子の居場所化(コミュニケーションスキルの向上等 SST 効果や

LST 習得も目指せる) 

発達に課題を持つ子の将来(就労)への可能性を見つける 

→発達に課題のある子どもの二次障害予防や就労支援に繋がるきっかけになっ

たと保護者から喜びの声があった 

 週末に周りを気にせず連れていける場所、過ごす場所が出来て、我が子が笑顔

が増えて触れしいという保護者の声もあった 

 保護者同士のつながりの場にも繋がった 

今後の課題と対
応策 

 
保護者が気軽に連れてこれるよう活動にかかる会員枠の参加費をワンコインとしたことに
より会員の数や参加人数は安定し、保護者からの満足度も高い現状になった。 
しかしながら経営運営上は自立という形には至らず、スタッフもボランティア～アルバイ
ト状態の運営状態に終わった。 
今後は事業独立に向けて様々な視野を広げて、運営状態の見直しが必要と考える。 
事業独立に向けては発達障害児が一割負担で利用ができる児童発達支援や放課後等デイサ
ービスの形を視野に入れて検討していく。 
 

写真の提出 

 

 


